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○ 「救急医療の現場における医療関係職種のあり方に関する検討会」における令和４年度とりまとめにおいて、

救急救命士法改正により、病院前での実施を前提としてきた救急救命処置の病院内での運用における課題が見

えてきたことや、救急医療の質の向上に向けて、救急救命処置の範囲の拡大についての要望があることから、

医師の指示の下に救急救命士が実施する救急救命処置に関して、安全性、必要性、難易度、必要となる教育体

制等について今後検討を行うこととされた。

○ 救急救命士による救急救命処置については、「救急救命処置検討委員会」（平成27年～令和２年）において、

要望・提案があった処置について、安全性、必要性、難易度、必要な教育体制等の視点から、救急医療分野の

有識者が評価を行い、新たな救急救命処置の候補が検討されていた。

○ 令和３年10月に施行した救急救命士法改正により救急救命士の活動の場が広がったことから、救急医療にお

いては、より一層の多職種連携が必要になり、救急現場及び搬送途上のみならず医療機関内に至る救急医療を

一体的に議論するため、救急医療を担う多職種が参画し、救急救命処置に関する専門的な議論を行うワーキン

ググループを設置してはどうか。

（検討事項）

医師の指示の下に救急救命士が実施する救急救命処置の事項について
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氏 名 現 職

淺香 えみ子 一般社団法人日本救急看護学会 理事

井本 寛子 公益社団法人日本看護協会 常任理事

植田 広樹 一般社団法人日本臨床救急医学会 評議員

加納 繁照 四病院団体協議会

喜熨斗 智也 一般社団法人民間救命士統括体制認定機構 理事

児玉 聡 京都大学文学研究科 思想文化学専攻思想文化学講座 教授

佐々木 隆広 仙台市消防局救急課長

田邉 晴山 一般財団法人救急振興財団 救急救命東京研修所教授

深澤 恵治 チーム医療推進協議会 理事

細川 秀一 公益社団法人日本医師会 常任理事

本多 英喜 一般財団法人日本救急医学会 評議員

横野 恵 早稲田大学社会科学総合学術院 社会科学部 准教授
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